















であろうか。この歌劇の最大の見せ場は、最終幕である第 4 幕にある。筆者は直前の第 3 幕裁判場
面の合唱の真実味が増すことで、さらに最終幕が際立つと考え、研究した。
1）　Umberto Giordano ウンベルト・ジョルダーノ（略歴）：イタリアの作曲家であり、1867 年 8 月 28 日南イタリアのフォッ
ジャに生まれた。反対にあったがナポリ音楽院に学んだ。ソンゾーニョ社の歌劇作曲コンクールに《マリーナ》で、一時は
才能を認められることもあったが、いくつかの歌劇に失敗し、ソンゾーニョ社からの契約も打ち切りとなった。その後ミラ
ノの富豪の令嬢と結婚した。友人で貴族出身のアルベルト・フランケッティ Alberto Franchetti（1860− 1942）は自らが作曲
を依頼されていた《アンドレア・シェニエ》の台本をジョルダーノに無償で譲り渡した。1896 年初演し初めて大成功を収めた。
1898 年初演の歌劇《フェドーラ》の中のアリア〈愛さずにはいられぬこの思い〉は今日テノール歌手の愛唱曲となっている。












しばしばである。筆者自身、このオペラのアリアを歌ったこともあり 3）、また 2016 年に新国立劇場で































（１）この歌劇の第 1 幕から第 2 幕で 5 年が経過していることについて
　楽譜（英語付記版 1959 年版）の第 1 幕冒頭ト書に「1789」、第 2 幕冒頭ト書に「June 1794」と書
かれている。まず、オペラでは描かれないこの 5 年間の主だった歴史を年表で掲載する。
〔表 1　年表〕フランス革命 5）1789 年から 1794 年 Ballad（2012：ⅹⅵ−ⅹⅹⅲ）
　　
　〔表 1 〕より、この５年間には、国の最高法規の憲法が 2 回変更され、国王が、法的手続きを踏んで、
5）　フランス革命とは、フランスに起きた市民革命（1789− 1799）であり、ルイ 16 世の絶対王政を倒し、旧制度（アンシャン・
レジーム）を廃した。（平凡社　世界大百科事典を参考にしてまとめた）
6）　「1791 年 9 月 3 日憲法制定国民議会で採択の憲法では、依然として、第 1 条に王国は一にして不可分である。と未だ王国
を維持している。第 2 章では王位、摂政および大臣についてが述べられ、第 1 節第２条では、国王の人身は神聖にして不可
侵であると書かれている。さらに第 3 節では王室についてが書かれている」（辻村　2012: 200− 201）。それがさらに 1793 年
憲法（人権宣言　憲法典）1793 年 6 月 24 日国民公会採択では、国王の文字は消え、「第 1 条　社会の目的は、共同の幸福で
ある。」となっている。その後、第 3 条　法の前の平等、第 13 条　無罪の推定、などが並ぶ。（辻村　2012: 208− 209）
年（西暦） 月日 歴史的事項 
1789 年 7 月 14 日 バスティーユの襲撃 
  10 月 5 日、6 日 ヴェルサイユの女性行進。 
1790 年 10 月 21 日 国旗 三色旗となる 
1791 年 ９月 13 日、14 日 ルイ１６世憲法６）を正式に受諾 
1792 年 7 月 11 日 議会は国家が危険にさらされていることを宣言 
  12 月 27 日、28 日 ロベスピエールは「ルイ 16 世は国家が生き残るために 
    死ななければならない」と宣言 
1793 年 1 月 21 日 ルイ 16 世が処刑 
  3 月 10 日 革命裁判がパリで開かれた 
  8 月 22 日 ロベスピエール大統領に選出 
  9 月 17 日 革命反対の疑いのある者の逮捕と迅速な裁判を可能にする 
    新たな容疑者の法律を採択（恐怖政治の始まり） 
  10 月 16 日 マリー・アントワネット処刑 
1794 年 2 月 5 日 ロベスピエールがテロの必要性に関する講演をする 
  6 月 10 日 裁判のスピードアップを行うプレリアール２２日法制定 
  7 月 25 日 詩人アンドレア・シェニエ処刑 










げる。第 101 ～ 102 ページ、合唱の場面に集中的に革命にかかわった人々の名が挙がっていること
がわかる。
　フーキエ・タンビル（Fouquier　Tinvill）（p162 − 1 − 3）7）（p200 − 1 − 2）、
　ロベスピエール（Robespierre）（p99− 1 − 1）
　サン＝ジュスト（Saint-Just）（p101 − 2 − 2）、
　マラー（Marat）（pp70 − 3 − 3 ～ 4 − 1）、
　タリアン（Tallien）（p101 − 1 − 1）、
　バレール（Barère）（p101 − 1 − 1）
　クートン（Couthon）（p101 − 2 − 1）、
　フレロン（Freron）（p102 − 1 − 1）、
　バラス（Barras）（p102 − 1 − 2）
　以下、『フランス革命事典』により、これらの登場人物のモデルとなった人々の概略を紹介する（フュ










































　　　　　　（p205 − 1 − 1）
　　　　　「革命に反するものを書き　兵士だった」（p205 − 2 − 1）
　　　群衆「裏切り者」（p205 − 2 − 2）
　　フーキエと判事デュマがシェニエに静粛にといったにもかかわらず、
　　　群衆「話せ、申し開きをしてみろ」。（p207 − 1 − 1）
　　　群衆「買収されたな　黙れ　絞首刑だ」（p214 − 2 − 1） 
　　　群衆「買収されたな　黙れ」（p216 − 2 − 1）




　〔譜例 2 〕第 2 幕終幕　楽譜のト書には　「un urio terribile di minaccia si leva（群衆は激怒をもっ
て怒鳴る）」とあり、合唱は「Morte! Morte! Morte ai Girondini!」（死を死をジロンド党員に死を）」





〔譜例 2 〕第 2 幕終幕
157
傍聴人の規則 9）がある）。「民衆は涙と血に飢えている」10）というジェラールの台詞も、激昂する群衆





















10）　（p191 − 2 − 2）。
11）　『改訂新版 世界大百科事典』平凡社、2007 年を参考にした。
12）　密偵は情報収集をし、国家機関に伝達する者を言う。現代においても存在し、諜報員、工作員という名となっている。
13）　「刑事訴訟法において、犯罪を犯したとして訴追されている当事者を言う」。（刑訴 256 条 2 項）。現行法（日本国）は（中
略）起訴後は被告人と呼ぶ」。（新堂 2011: 1036）
14）　日本国憲法
「第 36 条　公務員による拷問及び残虐な刑罰は、絶対にこれを禁ずる」。（橋本 1975: 257）












は起こりえないわけだが、当時のフランスの状況を調べてみると、1794 年 6 月 10 日に、プレリアー
ル 22 日法という法律が施行され、それによってこのような状況が作り出された。
③プレリアール 22 日法





　この法律は 1794 年 6 月施行である。この時から最も厳しい恐怖政治が行われたと考えられるが、










糠塚 2012: 序論 5）。





17）　「正式には、『人及び市民の権利宣言』といい、フランス革命時、1789 年 8 月 26 日憲法制定議会において採択された。宣





































3．出演者は、第 1 幕から第 2 幕の間に経過する５年間（1789 ～ 1794 年 6 月）の史実を知って、演
20）　「《アンドレア・シェニェ》素晴らしい魅力 テバルディ（マッダレーナ）、モナコ（シェニェ）　日本の合唱団もよくやっ
































23）　1974 年宝塚歌劇団は 60 周年に始められた「ベルサイユのばら」が 1976 年までに 140 万人の観客動員を果たした。















・河原廣之　2006 『Andrea Chénier ＝アンドレア・シェニエ／ウンベルト・ジョルダーノ作曲；ルイー
ジ・イッリカ台本；河原廣之日本語訳・編集・校閲・注釈』　東京：オペラ読本出版










・フュレ、フランソワ . モナ、オズーフ　1998− 2000 『フランス革命事典　1 ～ 7 』河野健二・阪上孝・
富永茂樹監訳　東京：みすず書房　第 1 巻 P95。（フランスはほとんどすべての王政と交戦状態
だった）




の生涯とフランス革命時代』栗山節子訳 東京 : 東洋書林。





・江東区民オペラ　《アンドレア・シェニエ》　2018 年 4 月 22 日
・ミュージカル　帝劇《マリー・アントワネット》2018　遠藤周作原作
・「王妃マリー・アントワネット」プログラム（2018 年 10 月 18 日）
〔新聞〕（フランス関連および本論考に重要）
・“Bastille’s Fall　Centenary Ceremony.” New York Times. 16　July　1889, 2-7. 
・“《Andrea Chénier》 in U.S.A” New York Times . 14　November 1896, 3-2.
・“《Andrea Chénier》Metropolitan Opera in U.S.A.” New York Times. 20 February 1921, Ⅵ 4-1.
・“《Andrea Chénier》.” New York Times. 8　Ｍａｒｃｈ　1921, 14-1.
・“Ceremonies in Versailles mark 200th anniversary of French Revolution” New York Times. 29 
June1989, Ⅰ -1-2.　
・「テレビでオペラ合戦フランス パリ・オペラ座とイタリア歌劇団 《アンドレア・シェニェ》」『朝日
新聞』1961 年 9 月 27 日朝刊、第 5 面− 1。
・「イタリア歌劇団 《アンドレア・シェニェ》 東京文化会館　オペラに向いたステージを初めて使用」
『朝日新聞』 1961 年 9 月 29 日朝刊、第 7 面− 1。
・ 「創立 60 周年の藤原歌劇団が記念公演《アンドレア・シェニェ》に初の挑戦」『朝日新聞』 1994 年
7 月 1 日夕刊、第 7 面− 1。
・ 「イタリアのバリトン歌手カップッチッリ、復活後初の来日《アンドレア・シェニェ》より『国を
裏切る者』」『朝日新聞』 1994 年 9 月 21 日夕刊、第 10 面。
・ 「鳳稀かなめ 覚める王妃 フランス革命描くミュージカル《1789》」『朝日新聞』 2016 年 4 月 7 日夕刊、
第 3 面。　




史実とフィクションを織り交ぜて巧みに描写される」『朝日新聞』　2018 年 9 月 12 日。（玉木俊明
　京都産業大学教授）




・「宝塚歌劇 100 年展　夢、輝き続けて」　2014 年 12 月　東京国際フォーラム。
〔インターネットウェブサイト〕
・日仏友好 160 周年をパリで祝う「ジャポニスム 2018」のイベント紹介～「展覧会」
　https://www.skyscanner.jp/news/japonismes2018（2018 年 10 月 16 日視聴）。
・裁判所の傍聴の注意　裁判所 HP 東京地方裁判所（2018 年 9 月 20 日視聴）




・Umberto Giordano 1896《Andrea Chénier》 Riduzione per canto e pianoforte.　Milano: Casa 
Musicale Sonzogno.（この楽譜から譜例を複写した）プレート番号 N．929.
・Umberto Giordano 1896/1959《Andrea Chénier》 Riduzione per canto e pianoforte. Milano: Casa 
Musicale Sonzogno. An historical opera in four acts by Luigi Illica Vocal score by Amitore Galli 
New English Version by Tom Hammond.
〔演奏会チラシ〕
・黒田彰　「《アンドレア・シェニエ》よりお気に召すまま　おしゃべりを」 武蔵野音楽大学・大学




・ミラノ・スカラ座《Andrea Chénier》 1985 年 7 月録画。ホセ・カレラス（T）、エヴァ・マルトン
（S）、ピエロ・カップッチルリ（Br）、リッカルド・シャイー（指揮）、ミラノ・スカラ座合唱団。
・ 「レナード・バーンスタイン　答えのない質問　Leonard Bernstein The unanswered question」　
ハーバード大学での講座と実演　KR000668-2 ／日本語版：2015 年　ニホンモニター・ドリームラ
イフ。
・ 「オペラ名作鑑賞シリーズ：《蝶々夫人》（日伊合作）」　初演 50 年宝塚歌劇団　1955 年、世界文化
社　DSBK008-2。宝塚歌劇団出演。
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The Performance and Singing of U. Giordano’s Andrea Chénier:
Reconsidering the Role of the Chorus
Akira KURODA
　The purpose of this paper is to reconsider the role of the chorus in U. Giordano’s opera, Andrea 
Chénier (premiered in 1896), by examining the historical background of the work and the law at 
that time, and to offer a new point of view regarding both singing and performance.
　Andrea Chénier is well known as a masterpiece of verismo opera. This work is based on the life 
of the poet, André Chénier, who was executed in the French Revolution, and it depicts his tragic 
love of a Countess’s daughter. It was premiered in Japan in 1961 (Lirica Italiana, III, produced by 
NHK). I myself sang this opera’s aria in my younger days and was able to see performances of the 
work in 2016 and 2018.
　As this work places emphasis on realism, I consider it important to know its background, such 
as the history of the five years between the first and the second acts, the names of revolutionaries 
mentioned in it, and the laws of France at that time.
　First, I checked the five years between the first and second acts, and found they covered the 
period which included the Bastille attack, the execution of Louis XIV and the start of the Reign 
of Terror by Robespierre. The score mentions only the times (year and month) of each act, but 
audiences at the premiere of this work must have easily understood the difficult situation of the 
main characters, who belonged to the “Ancien Régime.”
　Then, I found the names of nine revolutionaries in the score and that most of their names in 
the trial scene of Andrea Chénier are sung by the chorus. They give the effect of reality to this 
verismo opera. In the two performances I attended, the chorus was not clearly heard singing the 
names, but I think its role is important in this scene.
　Finally, I explain why there is no lawyer, why people don’t remain silent and why the judgment 
and execution of sentences are made instantly in this trial scene by introducing the law of that 
time. Also I explain how successfully the chorus expresses the terror of the people in this scene.
　As a result of the above considerations, I conclude that the chorus has an especially important 










日本での初演は、1961 年、第 3 回イタリア歌劇団公演である。筆者自身、このオペラのアリアを歌っ
たこともあり、また 2016 年と 2018 年にこの作品の上演を見る機会があった。
　筆者は、リアリズムを重視するヴェリズモオペラである本作品の表現に、作品第 1 幕と第 2 幕の
間の 5 年間の歴史や、作品中で言及される革命家たちの名前、当時のフランスの裁判に関する法律
といった作品の背景の理解が、重要な意味を持つと考えた。
　そこで、まず、第 1 幕と第 2 幕の間の 5 年間について、その歴史上の出来事を調べてみると、バ
スティーユ襲撃からルイ 16 世の処刑が行われ、ロベスピエールの恐怖政治が開始するまでの時期に
当たることが分かった。楽譜には、ト書きとして、第 1 幕と第 2 幕に舞台となる年月がかかれてい
るのみだが、旧体制側に属していた主人公の男女の困難な状況が、初演当時のフランス人には何の
説明もなくても理解できたに違いない。
　次に、この作品のスコアには、9 人の革命家の名前を見出した。それらの人名のほとんどは、主人
公の裁判の場面で、合唱によって歌われ、このヴェリズモオペラ作品に現実味を与える効果を挙げ
ている。最近の 2 公演でそれらの名前は必ずしも聞き取りやすく歌われていなかったが、こうした
場面での合唱の役割が重要であると考える。
　最後に、裁判の場面で、弁護人がいないことや、民衆が裁判中に声を上げること、審議がないま
ま判決及び刑の執行が即座に行われていることを、当時のフランスの法律から説明し、そのような
裁判場面を作曲者が合唱によって巧みに表現していることを明らかにした。
　以上の考察から、この作品では、とくに合唱が重要な役割を果たしていると結論づけた。
